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松
川
利
広
教
授
業
績
目
録

○

著
書

『
子
ど
も
を
生
か
す
国
語
の
教
え
方
』（
共
著
）

明
治
図
書

一
九
八
四
年
九
月

1
『
表
現
学
論
考

第
三
』（
共
著
）

表
現
学
会

一
九
九
三
年
一
月

2
『
入
門
児
童
文
学
』（
共
著
）

中
教
出
版

一
九
九
三
年
一
一
月

3
『
言
葉
』（
共
編
著
）

保
育
出
版
社

一
九
九
五
年
一
〇
月

4
『
国
語
科
教
育
の
理
論
と
実
践
』（
共
編
著
）

現
代
教
育
社

一
九
九
九
年
四
月

5
『
学
び
方
を
養
う
学
校
図
書
館
』（
共
著
）

学
芸
図
書

二
〇
〇
〇
年
四
月

6
『
生
き
て
は
た
ら
く
国
語
の
力
を
育
て
る
授
業
の
創
造
』（
共
著
）

7

ニ
チ
ブ
ン

二
〇
〇
〇
年
七
月

『『
国
語
の
力
』
を
読
む
』（
共
著
）

『
国
語
の
力
』
の
会

二
〇
〇
一
年
九
月

8
『「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
の
あ
ら
す
じ
調
査
を
も
と
に
し
た
児
童
・
生
徒
の
言
語
発
達
に
関
す
る
研
究
』

9

国
語
科
教
育
研
究
会

二
〇
〇
一
年
九
月

『
国
語
科
教
育
学
研
究
の
成
果
と
展
望
』（
共
著
）

明
治
図
書

二
〇
〇
二
年
六
月

10
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『
こ
と
ば
の
力
が
育
つ
保
育
』（
共
編
著
）

保
育
出
版
社

二
〇
〇
五
年
三
月

11
『
子
ど
も
の
育
ち
と
「
こ
と
ば
」』（
監
修
）

保
育
出
版
社

二
〇
一
〇
年
三
月

12
『「
言
語
活
動
」
を
生
か
し
て
確
か
な
「
国
語
の
力
」
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
』（
共
著
）

13

学
文
社

二
〇
一
二
年
八
月

『
言
語
表
現
学
叢
書
第
一
巻
(言
語
表
現
学
の
基
礎
と
応
用
)』（
共
著
）

14

清
文
堂
出
版

二
〇
一
三
年
六
月

『
語
彙
に
着
目
し
た
授
業
を
つ
く
る
』（
編
著
）

光
村
図
書

二
〇
一
五
年
二
月

15

○

論
文

暗
唱
指
導
の
理
論
的
考
察
―
実
態
把
握
と
史
的
考
察
を
中
心
に
―

1

『
国
語
科
教
育
』
第

集

一
九
八
五
年
三
月

32

物
語
教
材
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
と
ら
え
方
に
客
観
性
を
持
た
せ
る
試
み
―
語
彙
論
的
キ
ー
ワ
ー
ド
法
―
（
共
著
）

2

『
愛
知
教
育
大
学
研
究
報
告
人
文
科
学
』
第

輯

一
九
八
六
年
二
月

35

『
国
語
の
力
』
の
基
礎
的
研
究
（
Ⅱ
）
―E.B

.H
uey

、"The
Psychology

and
Pedagogy

of
R
eading"

と
の
比
較
考
察
―

3

『
岡
崎
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第

号

一
九
八
八
年
三
月

21

『
国
語
の
力
』
の
基
礎
的
研
究
（
Ⅳ
）
―
術
語
の
整
理
（
２
）
―

―
『
正
法
眼
蔵
』
と
の
対
照
を
中
心
に
―

4

『
国
語
科
教
育
』
第

集

一
九
八
八
年
三
月

35
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絵
本
を
出
典
と
す
る
教
材
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
「
お
お
き
な
か
ぶ
」
の
場
合
―

5

『
岡
崎
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第

号

一
九
八
九
年
三
月

22

ま
ど
・
み
ち
お
の
表
現
研
究(

Ⅰ)

―
共
感
覚
の
世
界
―

『
岡
崎
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第

号

一
九
九
〇
年
三
月

6

23

新
美
南
吉
の
表
現
研
究
―
「
光
」
に
か
か
わ
る
表
現
に
着
目
し
て
―

7

『
表
現
研
究
』
第

号

一
九
九
〇
年
九
月

52

詩
歌
を
楽
し
む
た
め
に

『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』
第

号

一
九
九
三
年
一
月

8

249

「
附
録

国
語
教
授
と
国
語
教
育
（『
国
語
の
力
』）
と
「
国
語
教
育
」（『
信
濃
教
育
』）
の
異
同

9

『
国
語
研
究
』
第

号

一
九
九
三
年
三
月

1

『
国
語
の
力
』
と
『
読
み
方
教
授
』
―
引
用
の
整
合
性
―

『
奈
良
教
育
大
学
国
文
―
研
究
と
教
育
―
』
第

号

一
九
九
五
年
三
月

10

18

西
尾
実
の
「
書
き
言
葉(

文
字
言
葉)

」
に
関
す
る
一
考
察
―
『
言
葉
と
そ
の
文
化
』(

岩
波
書
店1947)

を
中
心
に
―
（
共
著
）

11

『
奈
良
教
育
大
学
教
育
研
究
所
紀
要
』
第

号

一
九
九
八
年
三
月

34

「
語
り
合
え
る
子
」
を
育
て
る
国
語
科
の
授
業
展
開
に
関
す
る
実
践
的
研
究

12

―
物
語
の
周
辺
的
存
在
者
の
立
場
か
ら
全
体
を
と
ら
え
る
（
再
構
成
）
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
子
を
目
指
し
て
―
（
共
著
）

『
奈
良
教
育
大
学
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第

号
7

一
九
九
八
年
三
月

『
国
語
の
力
』
に
お
け
る
『
南
坊
録
』
の
位
置
―
「
花
を
の
み
め
づ
ら
ん
人
に
山
里
の
雪
間
の
草
の
春
を
見
せ
ば
や
」
を
中
心
に
―

13

『
奈
良
教
育
大
学
国
文
―
研
究
と
教
育
―
』
第

号

一
九
九
九
年
三
月

22

「
学
び
方
」
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
―
「
日
本
学
び
方
研
究
会
」
の
場
合
―
（
共
著
）

14
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『
奈
良
教
育
大
学
研
究
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
）』
第

巻
第

号

49

1二
〇
〇
〇
年
一
一
月

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
テ
ス
ト
の
関
係
〜
英
語
科
(キ
ー
ス
テ
ー
ジ

、R
eading

)の
場
合
〜
（
共
著
）

15

1

『
奈
良
教
育
大
学
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第

号
11

二
〇
〇
二
年
三
月

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
教
材
の
「
読
み
」
と
「
書
き
」
の
連
動
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
―
エ
ブ
リ
デ
イ
・
マ
ジ
ッ
ク
に
着
目
し
て
―
（
共
著
）

16

『
奈
良
教
育
大
学
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第

号
13

二
〇
〇
四
年
三
月

導
入
教
育
に
よ
っ
て

学
び
の
楽
し
さ

を
覚
醒
す
る
―
知
の
求
心
力
と
遠
心
力
に
着
目
し
て
―

17

『
日
本
教
師
教
育
学
会
年
報
』
第

号

二
〇
〇
五
年
九
月

14

PISA

型
読
解
力
の
向
上
を
め
ざ
し
た
実
践
研
究
―
書
評
を
書
く
活
動
（
国
語
科
）
を
通
し
て
―
（
共
著
）

18

『
奈
良
教
育
大
学
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第

号
16

二
〇
〇
七
年
三
月

も
の
の
見
方
、
考
え
方
に
多
元
性
を
も
た
ら
す
語
句
・
語
彙
の
指
導

19

『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』
第

号

二
〇
〇
七
年
九
月

425

久
留
島
武
彦
と
奈
良
に
関
す
る
史
的
考
察
―
寧
楽
女
塾
と
い
さ
が
わ
幼
稚
園
を
中
心
に
―
（
共
著
）

20

『
奈
良
教
育
大
学
研
究
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
）』
第

巻
第

号

56

1
二
〇
〇
七
年
一
一
月

感
性
を
育
む
語
彙
・
語
句
指
導

『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』
第

号

二
〇
〇
九
年
九
月

21

449
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国
語
科
専
門
用
語
の
意
味
記
述
に
関
す
る
教
材
開
発
的
研
究
（
共
著
）

22

『
学
校
教
育
実
践
研
究
』
第

号

二
〇
一
〇
年
三
月

2

学
校
教
育
に
お
け
る
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
指
導
（
共
著
）

『
奈
良
教
育
大
学
教
育
実
践
開
発
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第

号

23

22二
〇
一
三
年
三
月

生
徒
が
漢
文
に
親
し
む
た
め
の
教
材
開
発
―
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
共
に
『
日
本
書
紀
』
を
読
む
―
（
共
著
）

24

『
奈
良
教
育
大
学
教
育
実
践
開
発
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第

号
23二

〇
一
四
年
三
月

「
書
く
こ
と
」
に
お
け
る
学
習
指
導
法
の
改
善
―
構
成
・
交
流
の
指
導
過
程
に
着
目
し
て
―
（
共
著
）

25

『
奈
良
教
育
大
学
次
世
代
教
員
養
成
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第

号
2二

〇
一
六
年
三
月

○

事
典
・
辞
書

『
国
語
教
育
研
究
大
辞
典
』（
共
著
）

明
治
図
書

一
九
八
八
年
六
月

1
『
国
語
教
材
研
究
大
事
典
』（
共
著
）

明
治
図
書

一
九
八
九
年
一
〇
月

2
『
学
校
教
育
大
事
典
』（
共
著
）

ぎ
ょ
う
せ
い

一
九
九
三
年
四
月

3
『
現
代
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
事
典
』（
共
著
）

ぎ
ょ
う
せ
い

二
〇
〇
一
年
二
月

4
『
小
学
新
国
語
辞
典
』（
共
著
）

光
村
教
育
図
書

二
〇
〇
二
年
二
月

5
『
国
語
教
育
辞
典
』（
共
著
）

朝
倉
書
店

二
〇
〇
二
年
八
月

6
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『
新
版
現
代
学
校
教
育
大
事
典
』（
共
著
）

ぎ
ょ
う
せ
い

二
〇
〇
二
年
九
月

7
『
小
学
新
漢
字
辞
典
』（
共
著
）

光
村
教
育
図
書

二
〇
〇
七
年
二
月

8

○

そ
の
他
雑
誌
記
事
な
ど

言
語
事
項
の
学
力
づ
く
り
こ
こ
に
重
点
を

『
教
育
科
学
国
語
教
育
』

二
〇
〇
三
年
四
月

1

631

新
美
南
吉
の
作
文
指
導
か
ら
学
ぶ

『
国
語
教
育
相
談
室
』

二
〇
〇
五
年
二
月

2

98

学
習
者
ベ
ー
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
指
導
体
制
の
工
夫

『SY
N
A
PSE

』

二
〇
一
〇
年
一
〇
月

3

2

「
伝
統
的
な
言
語
文
化
」
の
学
習
指
導
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を

4

『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』
第

号

二
〇
一
一
年
一
〇
月

474

継
続
的
学
習
に
よ
っ
て
、
生
涯
を
貫
く
言
語
力
の
礎
を
築
く
『
教
育
科
学
国
語
教
育
』

二
〇
一
四
年
三
月

5

771

子
ど
も
に
寄
り
添
っ
た
範
例
（
モ
デ
ル
）
の
開
発
を

『
教
育
科
学
国
語
教
育
』

二
〇
一
六
年
一
〇
月

6

802

「
語
彙
・
語
句
」
の
「
・（
中
黒
）」
の
意
味
を
考
え
る

『
教
育
科
学
国
語
教
育
』

二
〇
一
七
年
六
月

7

810

語
彙
指
導
の
ア
イ
デ
ア

『
国
語
教
育
相
談
室
』

二
〇
一
七
年
九
月

8

92
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